
鬼
　
城
　
と
　
虚
　
子

こ
と
は
、

今
日

が

始
め

て

で
あ窪

菊 松

本

旭
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村
上
鬼
城
が
高
浜
虚
子
と
始
め
て
直
接
出
会
っ
た
の
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一

三
）
四
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
、
高
崎
で
俳
句
大
会
が
開
か
れ
、
虚

子
は
内
藤
鳴
雪
と
高
崎
を
訪
れ
た
。
会
場
は
銀
杏
屋
。
こ
の
時
、
虚
子
が
天
位
に

選
ん
だ
句
が
、
鬼
城
の

百
姓
に
雲
雀
揚
っ
て
夜
明
け
た
り

で
あ
っ
た
。
こ
の
句
会
の
席
上
、
虚
子
は
、
　
「
こ
の
地
方
に
俳
人
鬼
城
君
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
）

こ
と
を
諸
君
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
語
っ
た
。
句
会
後

髪
島
屋
で
の
会
食
の
時
、
虚
子
は
始
め
て
鬼
城
と
話
を
交
わ
し
、
想
像
し
て
い
た

以
上
に
鬼
城
が
耳
の
遠
い
こ
と
を
知
っ
た
。

ど
う
も
世
の
中
が
危
っ
か
し
く
て
仕
方
が
な
い
。
今
夜
の
よ
う
な
席
に
出
た

と
言
っ
て
、
ま
じ
ま
じ
と
部
屋
の
一
方
を
見
つ
め
て
い
る
鬼
城
の
姿
と
こ
と
ば
と

に
強
く
心
う
た
れ
る
。
そ
の
貧
し
さ
や
不
遇
な
境
遇
を
直
接
具
体
的
に
知
る
と
同

時
に
そ
の
田
舎
者
ら
し
い
謙
虚
さ
、
誠
実
さ
に
も
感
じ
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

　
も
ち
ろ
ん
、
鬼
城
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
最
初
の
頃
か
ら
投
句
し
、
明
治
四
十

年
代
に
は
、
写
生
文
、
小
説
、
随
筆
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
鬼
城

の
こ
と
は
、
虚
子
と
し
て
も
誌
上
で
は
十
数
年
来
よ
く
知
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る

し
、
鬼
城
も
虚
子
に
私
信
を
送
っ
た
り
し
て
自
分
の
お
も
い
や
窮
状
等
を
訴
え
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
鬼
城
と
虚
子
と
の
出
会
い
は
、
両
者
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
。
虚

子
の
側
か
ら
言
え
ば
、
碧
梧
桐
に
対
抗
し
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
再
興
を
目
ざ
し

て
い
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
鬼
城
を
誌
上
で
売
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
再

興
に
役
立
て
る
こ
と
を
得
た
。
す
な
わ
ち
雑
詠
選
で
、
鬼
城
は
め
き
め
き
と
頭
角

を
あ
ら
わ
し
、
大
正
三
年
一
月
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
巻
頭
と
な
り
、
以
後
、
四

月
、
六
月
、
九
月
と
何
れ
も
巻
頭
を
占
め
る
と
い
っ
た
華
々
し
い
活
躍
ぶ
り
を
示
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す
。
彼
の
耳
が
遠
く
、

　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

二

貧
し
い
生
活
は
、
人
々
の
関
心
を
示
す
に
は
最
適
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

大
正
二
年
九
月
二
十
六
日
付
の
鬼
城
宛
葉
書
が
あ
る
。

　
拝
啓
　
御
無
音
二
打
過
申
訳
無
之
候
。
毎
度
御
芳
書
拝
受
御
厚
情
万
謝
候
。

小
生
、
来
月
一
日
出
発
、
当
日
ハ
磯
部
温
泉
に
一
泊
、
翌
日
は
御
代
田
ノ
方
に

罷
越
し
候
積
り
に
有
之
候
。
今
度
ハ
貴
地
方
は
通
過
可
仕
候
。
不
悪
御
宥
恕
被

下
度
、
俳
友
諸
兄
二
宜
敷
御
言
願
上
候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
御
代
田
ヲ
過
ギ
越
後
二
出
で
、
金
沢
方
面
に
迂
回
ノ
積
り
に
候

と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
前
述
の
四
月
以
降
、
鬼
城
か
ら
虚
子
へ
度
々
私
信
を

送
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
そ
う
言
え
ば
、
鬼
城
は
よ
く
長
い
手
紙
を
書
い

て
い
る
。
大
須
賀
乙
字
や
原
石
鼎
へ
の
書
簡
な
ど
も
長
い
も
の
が
多
い
。
も
ち
ろ

ん
当
時
と
し
て
は
、
手
紙
の
や
り
と
り
が
そ
の
意
志
や
お
も
い
等
を
伝
え
る
最
善

の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
。

　
つ
づ
い
て
、
同
年
九
月
三
十
日
の
葉
書
に
は

　
拝
啓
　
上
野
を
十
時
十
分
に
出
る
汽
車
に
乗
り
ま
す
。
高
崎
を
一
時
四
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

分
通
過
、
磯
部
に
二
時
十
七
分
に
着
き
ま
す
。
村
上
、
岩
田
両
氏
は
じ
め
諸
君

二
宜
敷
御
伝
言
を
願
上
ま
す
。

鎌
倉

高
　
浜

と
あ
る
。
虚
子
の
気
持
と
す
れ
ば
、
高
崎
駅
に
鬼
城
達
が
顔
を
出
す
か
、

に
迎
え
に
出
る
か
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
、
同
年
十
月
一
日
付
葉
書
、

　
今
、
高
崎
駅
を
通
過
す
。
御
姿
を
見
受
け
ず
。

告
げ
置
く
故
、
問
に
合
へ
ば
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

し
。

清
磯
部
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

磯
部
の
駅
長
に
宿
の
名
前
を

明
朝
九
時
頃
迄
は
在
宿
す
べ

を
見
る
。
こ
の
葉
書
は
、
表
、
裏
と
も
赤
の
色
鉛
筆
で
走
り
書
き
し
て
あ
り
、
あ

わ
た
だ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
鬼
城
達
の
姿
も
見
え
ず
、
磯
部
ま
で
同

車
す
る
か
と
の
期
待
も
は
ず
れ
、
停
車
時
間
の
僅
か
の
時
間
に
書
き
な
ぐ
っ
て
、

駅
員
な
ど
に
投
函
を
頼
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
に
か
く
、
こ
う
い
う
機
会

に
鬼
城
や
蜻
魚
達
に
是
非
会
い
た
い
と
い
う
気
持
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の

こ
と
は
、
虚
子
と
鬼
城
の
心
と
が
そ
れ
だ
け
繋
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
な

（
注
8
）

ろ
う
。

　
こ
の
あ
と
で
鬼
城
達
が
磯
部
温
泉
の
虚
子
宿
泊
先
ま
で
訪
ね
た
か
ど
う
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
勤
め
等
の
関
係
も
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
鬼
城
も
蛎
魚
も
出
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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三

　
前
述
し
た
と
お
り
大
正
三
年
以
後
の
鬼
城
の

は
顕
著
で
あ
る
。
大
正
三
年
に
は

小
春
日
や
石
を
噛
み
居
る
赤
蜻
蛉

瓜
小
屋
に
伊
勢
物
語
哀
れ
か
な

治
聾
酒
の
酔
ふ
ほ
ど
も
な
く
さ
め
に
け
り

己
が
影
を
慕
う
て
這
へ
る
地
虫
か
な

鹿
の
子
の
ふ
ん
ぐ
り
持
ち
て
頼
母
し
き

等
の
佳
句
を
成
し
た
鬼
城
は
、

る
。　

次
の
よ
う
な
葉
書
が
あ
る
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
誌
上
で
の
活
躍

大
正
四
年
以
降
の
活
躍
は
更
に
目
ざ
ま
し
く
な

　
拝
啓
　
本
月
十
五
日
火
曜
日
於
当
発
行
所
、
子
規
句
輪
講
会
を
開
き
、
終
っ

て
雑
談
会
相
催
候
。
大
兄
の
声
咳
に
接
し
度
さ
希
望
の
も
の
多
く
、
当
日
御
差

く
り
御
参
会
を
得
ば
、
定
め
て
満
足
致
す
こ
と
と
存
命
。
小
生
に
於
て
も
同
様

に
有
之
候
。
午
後
二
時
よ
り
開
会
仕
候
。
御
都
合
に
よ
り
御
一
泊
ア
ル
ナ
ラ

バ
、
発
行
所
に
て
差
支
無
之
候
。
旅
費
と
し
て
は
、
実
費
に
足
ら
ぬ
程
の
額
為

替
に
て
差
出
候
。
失
礼
ナ
レ
ド
モ
御
心
留
被
諸
候
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

六
月
十
目

　
（
注
9
）

と
あ
る
。

　
か
く
て
鬼
城
は
大
正
四
年
六
月
十
五
日
に
上
京
、
　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
発
行
所
を

訪
問
し
た
。
虚
子
を
始
め
鳴
雪
・
青
峰
・
左
衛
門
・
石
鼎
・
百
穂
・
水
巴
・
零
余

子
・
普
羅
等
十
五
名
が
集
ま
り
、
雑
談
会
が
開
か
れ
た
。
今
で
も
村
上
家
に
は
、

そ
の
折
虚
子
等
が
書
い
た
鬼
城
慰
籍
帳
が
残
っ
て
い
る
。

　
虚
子
は
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
私
ハ
諸
君
が
此
帖
に
鬼
城
君
に
就
い
て
忌
憧
無
く
何
で
も
思
ふ
こ
と
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
楽
堂
君
の
書
い
た
こ
と
な
ど
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
鬼
城

君
は
え
ら
い
俳
人
で
す
。
前
に
一
茶
あ
り
後
に
鬼
城
あ
り
な
ど
と
言
っ
て
ハ
鬼
城

君
を
軽
蔑
し
た
も
の
で
す
。
鬼
城
君
は
古
今
独
歩
の
俳
人
で
す
。
唯
鬼
城
君
に
忠

告
し
た
い
こ
と
は
、
世
間
は
君
が
想
像
し
て
い
る
ご
と
く
君
に
対
し
て
は
惨
酷
で

は
無
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
大
道
を
大
手
を
振
っ
て
活
歩
さ
れ
た
ら
宜
し
か

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虚
子

　
虚
子
始
め
み
ん
な
の
あ
た
た
か
な
心
を
う
け
た
鬼
城
は
喜
び
、

を
増
し
た
。
こ
の
頃
の
句
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

小
百
姓
の
寺
田
の
田
螺
突
き
に
け
り

作
句
も
真
剣
さ
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ま
ひ
ま
ひ
に
勝
て
遡
れ
り
水
馬

衣
更
野
人
鏡
を
持
て
り
け
り

種
蒔
や
万
古
ゆ
る
が
ず
榛
名
山

飯
暑
き
大
百
姓
の
田
植
か
な

更
に
、
大
正
四
年
七
月
二
日
付
、
虚
子
の
鬼
城
宛
書
簡
に
は
、

　
　
拝
啓
　
先
般
遠
路
御
出
張
を
願
ひ
御
苦
労
千
万
奉
存
候
。
一
同
満
足
致
候

　
事
、
御
山
礼
申
銀
鼠
。
又
御
帰
宅
後
ハ
、
御
芳
書
拝
受
奉
万
謝
候
。
小
生
一
寸

　
○
○
に
参
り
居
り
、
御
礼
延
引
仕
候
。
一
茶
に
つ
き
て
の
御
感
想
至
極
同
感
に

有
之
候
。
一
茶
ハ
一
茶
、
大
兄
ハ
大
兄
と
い
う
事
も
固
よ
り
御
同
感
に
御
座
候
。

世
間
に
対
す
る
御
憤
葱
の
点
も
同
情
に
堪
へ
ず
候
。
今
回
雑
詠
句
集
を
編
む
に
つ

け
て
、
玉
句
の
権
威
を
第
一
に
推
し
候
。
天
は
決
し
て
不
公
平
な
る
も
の
と
も
考

へ
ら
れ
ず
候
。
天
威
酷
恐
御
自
愛
第
一
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
　
七
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清

　
　
鬼
城
先
生

　
　
　
　
　
座
右

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
慰
籍
会
が
終
っ
て
高
崎
に
帰
る
と
、
す
ぐ
に
虚
子
に

御
礼
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
「
一
茶
ハ
一
茶
、
大
兄
ハ
大
兄
」
と

あ
る
は
、
そ
の
感
想
の
中
で
一
茶
の
後
塵
を
拝
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
を
嫌
っ

て
、
　
「
鬼
城
の
句
を
詠
む
の
だ
」
の
気
慨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
に

か
く
に
も
、
最
後
に
「
鬼
城
先
生
、
座
右
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

自
分
よ
り
年
上
の
鬼
城
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
弟
子
の

一
人
で
あ
っ
て
も
相
応
の
敬
意
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

　
大
正
四
年
十
月
十
八
目
に
、
第
一
回
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
集
』
が
四
方
堂
よ

り
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
雑
詠
中
の
佳
句
を
虚
子
が
選
び
、
こ
れ
に
虚
子
の

句
一
〇
九
句
を
加
え
た
も
の
で
、
総
計
一
四
九
九
句
を
載
せ
て
い
る
。
　
こ
の
中

で
、
鬼
城
の
句
は
八
十
七
句
を
掲
載
さ
れ
て
、
大
き
く
そ
の
存
在
価
値
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
を
分
類
す
る
と
、
春
九
二
、
夏
一
四
句
、
秋
三
四
句
、
冬
三
〇
句
、

新
年
○
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
鬼
城
は
秋
冬
型
の
作
家
と
な
る
わ
け
だ
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
虚
子
の
価
値
観
と
好
み
と
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
一
概
に

は
断
定
で
き
な
い
。
　
（
ち
な
み
に
同
集
に
収
載
さ
れ
た
主
要
作
家
の
数
は
、
蛇
笏

七
一
句
、
零
余
子
七
五
句
、
石
鼎
八
九
句
と
な
っ
て
い
る
。
）
こ
れ
を
見
る
に
、

大
正
四
年
七
月
二
日
付
の
鬼
城
宛
虚
子
書
簡
の
「
今
回
雑
詠
句
集
を
編
む
に
つ
け

て
、
玉
句
の
権
威
を
第
一
に
推
し
候
」
と
あ
る
こ
と
の
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
と

見
て
よ
い
。

　
か
く
て
鬼
城
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
主
要
作
家
と
し

て
、
そ
の
姿
を
示
す
。
そ
の
「
雑
詠
」
掲
載
順
位
を
見
る
に
、
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大
正
四
年
五
月

tl ノ，　　　　　！ノ　　　　　！，　　　　　ノノ　　　　　ノノ　　　　　ノノ

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

大
正
五
年
一
月

tt ノ，　　　　　ノ，　　　　　ノ，　　　　　ノ，　　　　　ノノ　　　　　，ノ　　　　　ノ’　　　　　ノノ　　　　　ノ，　　　　　ノ，

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

大
正
六
年
一
月

　
　
〃
　
二
月

一　　　 ｝　　　 1　　　｝　　　N　　　l　　　l　　　 －　　　N　　　 一

鬼鬼鬼泊蛇鬼鬼蛇鬼簿
城城城雲笏城城笏城笏

雑
詠
選
休
載

一一IN一一一鬼
城

蛇
笏

大
戒

土
音

土
音

奮
起

は
じ
め

雑
詠
選
休
載

一、

y
音

一、

ﾍ
じ
め

一、

ｲ
雲

二
、
鬼
城

二
、
鬼
城

二
、
鬼
城

四
、
鬼
城

三
、
鬼
城

二
、
鬼
城

三
、
鬼
城

鬼
城
欠
詠

二
、
鬼
城

五
、
鬼
城

二
、
鬼
城

二
、
鬼
城

十
二
、
鬼
城

〃
　
三
月

〃
　
四
月

〃
　
五
月

　　一
石鬼石
鼎城鼎

二
、
鬼
城

三
、
鬼
城

と
な
る
。
こ
の
間
、
殆
ん
ど
巻
頭
ま
た
は
二
位
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
次

の
よ
う
な
秀
句
が
あ
る
。
気
力
も
体
調
も
充
実
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

生
き
は
か
り
死
に
か
は
り
し
て
打
つ
田
か
な

飯
暑
き
大
百
姓
の
田
植
か
な

苔
さ
く
や
親
に
わ
か
れ
て
二
十
年

念
力
の
ゆ
る
め
ば
死
ぬ
る
大
暑
か
な

つ
め
た
か
り
し
蒲
団
に
死
に
も
せ
ざ
り
け
り

大
石
や
二
つ
に
割
れ
て
冬
ざ
る
る

榛
名
山
大
霞
し
て
真
昼
か
な

春
寒
や
ぶ
つ
か
り
歩
く
盲
犬

　
こ
の
よ
う
な
雑
詠
選
に
お
け
る
華
々
し
い
活
躍
と
同
時
に
、
こ
の
間
の
誌
上
に

お
い
て
鬼
城
は
し
ば
し
ば
「
募
集
俳
句
」
の
選
者
と
な
り
、
ま
た
俳
文
、
写
生
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
H
）

等
も
数
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
六
年
四
月
、
鬼
城
の
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
珍
）

名
を
決
定
づ
け
た
『
鬼
城
句
集
』
が
、
乙
字
の
編
集
に
よ
」
っ
て
出
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
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五

大
正
六
年
五
月
四
日
付
、

い
文
章
で
、

鬼
城
宛
虚
子
の
書
簡
が
あ
る
。
巻
紙
に
書
か
れ
た
長

　
拝
啓
　
再
度
御
手
紙
塑
有
誌
上
候
。
其
都
度
御
返
事
も
不
致
御
許
滴
下
度

候
。
鬼
城
句
集
御
恵
与
被
下
身
深
謝
候
。
新
ら
し
き
…
家
の
句
集
と
し
て
立
派

な
る
も
の
一
個
を
加
へ
嬉
敷
草
存
候
。
更
に
第
二
の
鬼
城
句
集
の
一
日
も
早
く

出
で
ん
こ
と
を
希
望
い
た
し
候
。

　
籾
小
生
今
般
新
潮
社
と
申
す
本
屋
よ
り
虚
子
句
集
の
出
版
を
頼
ま
れ
申
候

処
、
コ
レ
ハ
少
々
義
理
あ
り
て
断
る
わ
け
に
行
か
ず
、
然
れ
ど
も
巳
に
水
巴
君

を
煩
は
し
た
る
「
虚
子
句
集
」
の
あ
る
ア
レ
バ
小
生
自
選
す
る
勇
気
も
無
之
、

困
却
い
た
し
居
り
候
。
若
し
貴
兄
に
し
て
、
水
巴
君
が
其
好
む
小
生
の
句
を
え

ら
び
呉
れ
し
ご
と
く
、
御
自
分
の
傾
向
に
近
き
も
の
を
御
選
び
下
さ
れ
候
御
意

向
も
有
之
候
は
ば
、
幸
甚
の
至
り
に
存
上
候
。
併
し
コ
ン
ナ
こ
と
ハ
い
や
と
思

っ
た
ら
出
来
る
こ
と
に
非
ず
。
貴
兄
に
し
て
興
無
け
れ
ば
断
じ
て
御
引
受
下
さ

れ
間
敷
、
万
に
一
多
少
の
興
味
あ
り
ゃ
っ
て
見
て
も
よ
い
と
い
ふ
位
の
御
考
あ

ら
ば
御
願
申
上
度
存
候
。

　
小
生
近
来
句
作
少
ク
自
然
水
巴
君
選
の
も
の
と
似
よ
り
た
る
も
の
出
来
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

か
と
早
業
へ
ど
、
而
も
竪
句
に
少
々
彩
色
を
殊
に
し
た
る
も
の
出
来
ざ
る
べ
き

に
も
非
る
か
と
考
申
候
。
其
辺
も
御
見
込
無
腹
蔵
聞
ケ
雪
下
度
候
。
も
と
も
と

小
生
よ
り
好
ん
で
出
版
す
る
こ
と
に
非
ず
、
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
羽
目
に
立
ち
て
や

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
相
成
候
次
第
、
御
欄
察
被
下
度
候
。
万
一
御
引
受
下
サ

レ
候
義
ナ
レ
バ
、
材
料
ハ
御
返
事
ア
リ
次
第
差
出
可
申
候
。
凡
そ
本
年
中
に
出

来
ス
レ
バ
宜
し
く
候
。
　
（
後
略
）

と
あ
る
。
　
『
鬼
城
句
集
』
の
御
礼
に
始
ま
り
、
新
潮
社
よ
り
頼
ま
れ
た
『
虚
子
句

集
』
の
句
稿
整
理
依
頼
を
頼
む
手
紙
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
鬼
城
の
選
を
高
く
評
価

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鬼
城
が
快
諾
の
返
事
を
し
た
こ
と

は
次
の
書
簡
の
文
面
で
は
っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。

山VN

大
正
六
年
五
月
十
七
日
半
の
鬼
城
宛
虚
子
の
大
事
な
書
簡
が
あ
る
。

　
拝
啓
御
復
職
ノ
脳
弓
ツ
キ
テ
ノ
御
消
息
ヨ
リ
前
二
日
日
新
聞
社
ノ
諸
君
ヨ

リ
拝
承
致
在
、
数
日
前
イ
ヨ
イ
ヨ
確
定
ノ
コ
ト
拝
承
、
深
ク
御
三
ロ
コ
ビ
申
上

候
。
ハ
ジ
メ
ヨ
リ
其
が
何
ヨ
リ
毎
第
一
ノ
策
ト
存
居
候
処
、
ナ
カ
ナ
カ
思
フ
通

り
ニ
参
ラ
ズ
残
念
二
形
居
候
処
、
思
ハ
ヌ
ト
コ
ロ
よ
り
好
結
果
ヲ
見
ル
ヲ
得
、

誠
二
結
構
ノ
次
第
二
有
之
候
。

　
虚
子
句
集
ノ
コ
ト
過
日
に
御
免
倒
御
願
申
上
早
筆
、
早
速
御
快
諾
里
下
奉
深

謝
候
。
即
チ
散
逸
セ
ル
句
ヲ
ア
ッ
メ
サ
耳
触
リ
候
。
水
巴
編
虚
子
句
集
後
ノ
句

ハ
思
ヒ
シ
ヨ
リ
モ
少
ク
、
少
シ
ア
テ
ハ
ヅ
レ
大
二
考
居
リ
候
。
ハ
ジ
メ
ヨ
リ
少
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キ
コ
ト
ハ
覚
悟
ナ
リ
シ
モ
、
モ
ス
コ
シ
ハ
ア
ル
積
り
ナ
リ
シ
ニ
、
ア
マ
リ
ニ
少

ク
ヤ
や
当
テ
ハ
ズ
レ
ノ
感
有
之
候
。
今
一
ッ
ハ
、
自
分
ノ
手
許
岩
壁
ル
積
り
ノ

句
集
稿
本
一
寸
見
当
ラ
ズ
、
サ
ウ
ス
ル
ト
水
巴
編
二
半
リ
居
ラ
ザ
ル
古
イ
句
ヲ

サ
ガ
ス
ノ
ニ
好
材
料
ナ
リ
。
コ
レ
亦
困
却
致
在
候
。
何
分
ノ
コ
ト
、
追
ツ
テ
可

（
注
1
3
）

申
上
、
不
取
敢
目
下
遷
延
ノ
御
ワ
ビ
・
迄
申
上
候
。
御
ヨ
ロ
コ
ビ
労
≧
　
敬
具

　
　
五
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清

　
鬼
城
老
台

　
　
　
　
座
右

　
右
の
文
面
で
あ
る
が
、
大
事
な
こ
と
は
書
き
出
し
に
鬼
城
の
高
崎
区
裁
判
所
構

　
　
　
　
（
注
1
4
）

内
代
書
人
復
職
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
罷
免
さ
れ
た
の
が
大
正
五

　
　
　
　
（
注
1
5
）

年
三
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
再
認
可
ま
で
に
一
ケ
年
以
上
か
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
虚
子
や
小
野
蕪
子
等
の
尽
力
に
よ
り
、
作
問
雨
葉
、
沢

田
例
外
、
猪
俣
竜
也
等
が
骨
折
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
間
の
鬼
城
の
心
の
あ
せ
り

は
大
変
だ
っ
た
。
と
に
も
か
く
に
も
鬼
城
は
職
が
安
定
し
、
ほ
っ
と
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
。

　
こ
の
後
も
虚
子
の
鬼
城
へ
の
あ
た
た
か
な
心
く
ば
り
は
や
ま
ず
、
鬼
城
の
短
冊

頒
布
会
を
聞
い
た
り
、
新
聞
・
雑
誌
等
の
俳
句
選
者
と
し
て
の
紹
介
等
を
し
て
い

る
。　

例
え
ば
、
大
正
六
年
十
一
月
七
日
付
の
鬼
城
宛
の
手
紙
に

　
拝
啓

　
大
阪
毎
日
新
聞
紙
上
に
今
後
各
選
者
の
句
少
々
掲
載
致
し
度
不
問
、

無
き
御
近
詠
送
り
下
さ
れ
度
、
右
御
頼
ミ
申
上
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

と
あ
る
を
見
て
も
わ
か
ろ
う
。

　
こ
の
間
、
鬼
城
の
句
は
い
よ
い
よ
完
成
に
向
か
っ
た
し
、

ス
」
上
を
し
ば
し
ば
飾
っ
た
。

御
差
支

頓
首

文
章
も
「
ホ
ト
ト
ギ

○
俳
句
習
作
家
に
告
げ
て
写
生
の
態
度
を
正
す
（
大
6
・
8
）

○
余
の
趣
味
を
述
べ
て
新
年
の
句
に
及
ぶ
（
大
7
・
1
）

○
画
譜
絶
妙
（
大
7
・
9
）

○
蛤
と
唐
黍
（
大
7
・
1
1
）

凍
蝶
の
翅
を
さ
め
て
死
に
に
け
り

　
　
宿
山
寺

蚊
帳
の
中
人
々
立
ち
て
歩
き
け
り

街
道
を
き
ち
き
ち
と
飛
ぶ
バ
ッ
タ
哉

麩
や
鼻
毛
伸
た
る
相
撲
取

冬
川
に
遊
ん
で
亀
を
掘
り
に
け
り

ゆ
さ
ゆ
さ
と
大
枝
ゆ
る
る
桜
か
な

大
根
引
馬
お
と
な
し
く
立
眠
り
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川
普
請
石
を
投
込
む
焚
火
か
な

残
雪
や
ご
う
ご
う
と
吹
く
松
の
風

常
に
、
虚
子
の
あ
た
た
か
い
目
と
後
援
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

七

　
大
正
十
一
月
一
月
号
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
誌
上
の
「
第
二
雑
詠
新
年
の
部
春
の

時
候
の
部
解
釈
」
で
、
虚
子
は
鬼
城
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

雑
詠
集
第
二
の
草
稿
が
あ
る
。
こ
れ
は
雑
詠
集
第
一
の
後
か
ら
た
し
か
大
正

七
年
九
月
ま
で
の
雑
詠
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）

　
新
年
の
句
は
先
づ
鬼
城
君
の
句
を
比
較
的
多
く
列
挙
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
古
鍬
を
と
ぎ
す
ま
し
た
る
飾
か
な

　
　
元
日
や
淋
し
う
と
け
る
苞
納
豆

　
　
縁
側
の
日
に
酔
ひ
に
け
り
お
元
日

　
　
雑
煮
食
う
て
卓
に
か
け
た
り
白
木
綿

　
　
福
寿
草
咲
い
て
筆
硯
多
祥
か
な

の
五
句
位
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

先
づ
「
古
鍬
」
の
句
は
、

て
小
綺
麗
に
し
て
、

同同同居鬼
　　　　城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
が
新
年
を
迎
へ
る
為
に
、
野
道
具
を
片
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
に
も
飾
り
を
か
け
た
場
合
を
叙
し
た
の
で
あ
る
。
大

百
姓
な
ら
ば
新
し
い
鍬
も
そ
の
中
に
ま
じ
っ
て
あ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
小
百
姓
を
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
百
姓
道
具
も
古
い
鍬
で
、
そ
の

古
い
鍬
を
綺
麗
に
磨
い
て
、
研
ぎ
す
ま
し
て
、
納
屋
に
か
け
て
置
く
。
古
鍬
な

れ
ど
も
そ
れ
を
研
ぎ
す
ま
し
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
百
姓
の
新
年
を
待
ち
設
け
る

張
つ
め
た
心
持
が
現
は
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
古
鍬
も
土
が
着
い
た
ま

ま
で
か
け
て
い
る
の
だ
と
、
如
何
に
も
貧
乏
百
姓
の
し
み
っ
た
れ
た
様
が
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
古
い
鍬
な
が
ら
そ
れ
を
研
ぎ
す
ま
し
て
か
け
て
置
く
と

い
ふ
と
こ
ろ
に
、
凛
々
と
し
た
、
張
り
つ
め
た
百
姓
の
心
持
が
現
は
れ
て
い
て

い
い
と
思
ふ
。
飾
は
門
辺
に
か
け
た
り
、
神
棚
に
か
け
た
り
す
る
の
で
あ
る

が
、
同
じ
く
納
屋
の
鍬
の
か
け
て
あ
る
と
こ
ろ
に
も
、
小
さ
な
輪
飾
を
か
け
て

い
る
光
景
で
あ
る
。

と
述
べ
、
更
に
他
の
四
句
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
夢
筆
・
石
鼎
・
た
け

し
・
維
子
郎
・
耐
雪
・
蛇
笏
・
白
峰
の
各
】
句
を
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、

　
以
上
で
新
年
の
句
は
終
り
と
し
よ
う
。
こ
れ
だ
け
で
は
余
り
少
い
か
ら
春
の

時
候
の
部
を
付
加
へ
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
鬼
城
君
の
句
が
中
で
多
い
。

　
　
春
寒
や
ぶ
つ
か
り
歩
く
盲
犬
　
　
　
　
　
　
　
鬼
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
行
く
春
や
親
に
な
っ
た
る
盲
虻
　
　
　
　
　
　
同

　
　
行
く
春
や
炭
竈
い
ぶ
る
寺
の
前
　
　
　
　
　
同

　
　
春
寒
や
随
身
門
に
肥
車
同

　
　
　
　
春
愁

　
　
永
き
日
の
自
ら
欺
く
に
よ
し
も
な
し
　
　
　
　
同
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と
し
、
以
下
、
こ
の
五
句
に
解
釈
を
加
え
る
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
頃
鬼
城
の
投
句
が
多
か
っ
た
か
ら
と
も
い
え
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
や
は
り
虚
子
の
鬼
城
へ
の
理
解
と
関
心
が
あ
れ
ば
こ
そ

と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
常
に
虚
子
の
あ
た
た
か
な
心
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
次
に
、
大
正
十
二
年
二
月
号
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
誌
上
の
『
雑
詠
集
』
雑
記

（
二
）
」
で
、
鬼
城
の
句
に
触
れ
て
虚
子
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
雑
詠
選
集
」
の
全
体
の
句
は
一
千
句
ば
か
り
で
あ
る
中
に
、
鬼
城
君
の
句

が
百
五
十
句
ば
か
り
あ
る
。
こ
れ
と
い
ふ
の
も
鬼
城
君
の
句
は
、
も
う
出
来
上

っ
て
い
る
芸
術
品
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
の
句
を
取
っ
て
見
て
も
、
十
分
に

洗
練
さ
れ
て
、
ど
こ
に
も
未
成
品
ら
し
い
跡
が
な
い
。
例
へ
ば
鬼
城
君
の
貧
し

い
生
活
と
か
聾
者
で
あ
る
と
い
ふ
不
幸
な
身
体
と
か
い
ふ
も
の
が
背
景
に
な
っ

て
出
来
た
や
う
な
鬼
城
君
】
流
の
句
、

春
寒
や
ぶ
つ
か
り
歩
く
盲
犬

行
く
春
や
親
に
な
り
た
る
盲
犬

治
聾
酒
や
静
か
に
飲
ん
で
う
ま
か
つ
し

麦
飯
に
痩
せ
も
せ
ぬ
な
り
古
男

繭
掻
の
茶
話
に
ま
じ
り
て
目
し
ひ
か
な

筍
に
縄
切
も
無
き
庵
か
な

芭
蕉
忌
や
弟
子
の
端
な
る
二
聾
者

月
出
で
て
つ
ん
ぼ
う
草
も
眺
め
か
な

傘
や
雨
月
に
さ
し
て
薄
ぼ
ら
け

同盟同同同同県同母
　　　　　　　　城

　
　
む
か
ご
こ
ぼ
れ
て
鶏
肥
え
ぬ
草
の
宿
同

　
　
草
庵
に
二
人
法
師
や
む
か
ご
飯
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
老
い
ぼ
れ
て
鼻
目
死
し
た
る
火
燵
か
な
　
　
　
　
　
同

　
　
火
燵
し
て
老
の
飯
食
ふ
う
る
か
か
な
同

の
如
き
も
、
句
の
姿
の
如
き
も
何
等
非
議
す
べ
き
点
が
無
い
ば
か
り
か
、
朗
々

と
し
て
諦
す
べ
き
響
が
あ
る
。
そ
の
他
鬼
城
君
の
他
の
一
面
、
即
ち
胸
中
の
濡

落
を
吐
露
し
た
と
い
ふ
や
う
な
句
、
例
へ
ば
、

　
　
種
蒔
や
万
古
ゆ
る
が
ず
榛
名
山
　
　
　
　
　
　
　
鬼
城

　
　
榛
名
山
大
霞
し
て
真
昼
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
水
底
に
蝟
蝉
の
動
乱
し
て
や
ま
ず
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
念
力
の
ゆ
る
め
ば
死
ぬ
る
大
暑
か
な
　
　
　
　
　
　
同

の
如
き
も
、
壮
大
な
景
、
若
し
く
は
躍
動
し
た
主
観
を
現
は
し
た
や
う
な
句
で

あ
っ
て
も
、
猶
整
然
と
し
て
一
糸
乱
れ
ざ
る
調
子
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
が

前
に
云
っ
た
若
い
諸
君
の
新
し
い
試
み
と
し
た
縦
横
無
尽
に
写
生
を
試
み
た
句

が
、
や
や
と
も
す
る
と
調
子
の
拮
屈
に
な
り
、
十
七
字
を
む
や
み
に
は
み
出
し

た
が
る
の
と
は
違
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

と
述
べ
、

更
に
は
、

以
下
「
芭
蕉
忌
や
」
　
「
傘
や
」
　
「
草
庵
」
に
つ
い
て
の
評
を
加
え
る
。

　
猶
そ
の
他
鬼
城
君
の
句
に
は
穏
か
な
、

あ
る
。

純
写
生
的
の
句
と
見
ら
れ
る
も
の
も



269

　
　
春
山
や
岩
の
上
気
ふ
産
嫌
ひ

　
　
し
ら
し
ら
と
人
置
ま
で
暮
る
る
落
花
か
な

　
　
炎
天
に
穴
一
の
穴
の
目
陰
か
な

　
　
蜻
蛉
の
ひ
よ
と
立
ち
た
る
鳴
子
か
な

　
　
晴
天
に
か
ら
か
ら
と
引
く
鳴
子
か
な

　
　
後
の
月
に
明
る
う
な
り
ぬ
八
重
葎

　
　
土
く
れ
に
生
え
て
露
置
く
小
草
か
な

の
類
の
句
が
そ
れ
だ
。
が
、
こ
れ
ら
の
句
も

の
は
、
小
さ
い
景
色
を
写
生
し
た
の
で
あ
る
が
、

あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、

強
く
な
っ
て
居
り
、
又
「
し
ら
し
ら
と
」

る
」
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、

観
の
匂
が
あ
り
、
次
の
「
穴
一
の
穴
」
の
句
も
、

為
に
、
穴
一

い
ふ
感
じ
が
強
く
出
て
居
り
、

立
つ
た
と
い
ふ
、
　
「
そ
よ
扁
と
い
ふ
形
容
で
、

帯同同同同同誌
　　　　　　城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
岩
の
上
這
ふ
産
嫌
ひ
」
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
春
山
や
」
と
上
に
置
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
大
変
広
い
感
じ
に
な
っ
て
み
て
、
そ
の
春
山
の
感
じ
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
句
の
如
き
も
、
　
「
人
踏
ま
で
暮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
純
粋
の
客
観
の
叙
写
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
作
者
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
炎
天
に
」
と
置
い
て
あ
る

　
　
　
　
　
の
穴
ば
か
り
を
描
き
出
し
た
も
の
で
な
く
、
広
く
大
き
い
炎
天
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
鳴
子
の
二
句
も
、
　
一
つ
は
蜻
蛉
が
そ
よ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ら
か
作
者
が
蜻
蛉
の
動
作

を
心
中
で
斯
く
受
取
つ
た
と
い
う
主
観
の
匂
が
あ
り
、
今
一
つ
の
方
は
「
晴

天
」
と
あ
る
為
に
、
や
は
り
そ
の
景
色
が
大
き
く
な
っ
て
居
り
、
次
の
「
後
の

月
」
の
句
も
、
入
重
葎
が
明
る
う
な
っ
た
と
い
ふ
光
景
は
、
後
の
月
の
一
点
景

物
に
過
ぎ
な
い
や
う
な
感
じ
が
す
る
。
又
次
の
「
土
く
れ
」
の
句
は
、
　
「
生
え

て
露
置
く
」
と
い
ふ
中
七
字
が
、
土
く
れ
に
生
え
て
い
る
小
草
に
も
尚
生
命
が

あ
っ
て
露
が
置
い
て
い
る
、
と
い
ふ
風
に
主
観
的
に
叙
し
た
傾
き
が
あ
る
。
要

す
る
に
鬼
城
君
の
句
は
客
観
的
な
写
生
説
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
ど
こ
と
な
く

主
観
の
句
が
つ
き
ま
と
ふ
。
こ
れ
が
謄
て
鬼
城
君
の
特
色
を
な
す
所
以
で
あ
っ

て
、
少
し
も
非
難
す
べ
き
で
な
い
、
　
（
下
略
）

以
上
、
鬼
城
俳
句
へ
虚
子
は
深
い
理
解
を
示
し
、
そ
の
評
も
当
を
得
て
い
る
。
鬼

城
作
品
に
触
れ
た
文
章
は
、
全
文
章
の

し
く
感
激
し
た
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
は

変
ら
な
か
っ
た
。

八

三
分
の
二
に
及
ん
で
い
る
。
鬼
城
も
う
れ

、
鬼
城
の
虚
子
へ
の
尊
敬
の
念
は
、
　
一
生

　
大
正
十
二
年
置
月
一
日
付
の
鬼
城
宛
虚
子
書
簡
が
あ
る
。

書
い
て
あ
る
。

便
箋
二
枚
に
ペ
ン
で

　
拝
啓
　
御
出
立
前
御
手
紙
墨
下
思
有
存
上
品
。
最
早
御
無
事
御
帰
宅
の
事
と

奉
拝
察
候
。
定
め
て
目
夜
の
責
苦
に
御
疲
れ
の
事
と
存
慮
。
別
に
御
疲
労
は
無

慈
哉
。

　
今
回
の
御
西
遊
、
記
事
に
て
も
御
所
感
に
て
も
御
執
筆
、
ほ
と
と
ぎ
す
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

号
に
御
寄
稿
宿
下
事
出
来
間
敷
や
。
五
目
中
に
〆
切
度
存
寄
に
つ
き
、
至
急
御

願
申
上
度
候
。
但
し
余
り
急
に
て
御
迷
惑
に
候
は
ば
、
今
月
一
杯
に
て
四
月
号

に
致
し
て
も
宜
敷
候
。
右
御
願
上
候
。

　
大
略
勿
々
濫
漫
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二
月
一
目

村
上
鬼
城
様

高
浜
　
虚
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

　
こ
れ
は
鬼
城
の
第
一
回
大
阪
行
の
前
に
、
鬼
城
よ
り
虚
子
へ
送
っ
た
手
紙
の
返

事
と
考
え
ら
れ
る
。
随
分
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
折
り
は
、
「
山
茶
花
」

（
二
月
号
）
に
、
鬼
城
作
品
「
滞
阪
句
録
抄
」
、
「
山
鳩
」
に
「
京
阪
塁
上
」
（
三

十
句
）
が
掲
載
さ
れ
た
り
し
た
た
め
、
　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
は
原
稿
を
送
ら
な
か

っ
た
ら
し
く
、
同
年
三
月
号
、
四
月
号
に
鬼
城
の
文
章
や
特
別
作
品
は
無
い
。

　
更
に
、
大
正
十
二
年
二
月
七
日
付
の
鬼
城
宛
高
浜
虚
子
の
手
紙
が
残
っ
て
い

る
。
便
箋
一
枚
の
も
の
で
あ
る
が
、

　
拝
復
　
御
疲
労
の
事
と
奉
拝
察
候
。
御
来
示
ノ
事
、
御
尤
と
奉
存
候
。
此
上

は
強
て
と
は
申
上
か
ね
候
へ
ど
も
、
若
し
何
か
書
い
て
見
よ
う
か
と
い
ふ
や
う

な
る
御
考
起
り
候
は
ば
、
其
節
御
起
稿
奉
願
候
。
　
　
勿
々
不
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
浜
　
虚
子

　
村
上
鬼
城
様

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
疲
労
の
こ
と
や
、
前
述
「
山
茶
花
」
　
「
山
鳩
」

へ
の
寄
稿
の
次
第
を
述
べ
て
、
　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
原
稿
を
送
る
こ
と
を
断
わ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
翌
大
正
十
三
年
六
月
二
十
五
日
付
の
鬼
城
宛
虚
子
書
簡
が
あ
る
。
黒
ペ
ン
で
便

箋
二
枚
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
拝
復
、
御
無
音
打
過
申
候
。

　
御
走
書
に
よ
り
御
娘
御
の
御
連
合
ひ
御
不
幸
の
事
敬
承
。
何
と
も
御
気
の
毒

に
妻
事
候
。
誠
に
老
台
も
御
不
仕
合
せ
御
同
情
に
不
堪
候
。
籾
御
娘
御
は
御
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

許
に
御
引
取
り
被
成
度
候
。
御
孫
様
は
有
之
候
に
や
。
後
々
の
所
置
御
困
り
の

事
と
存
候
。

　
近
来
俳
句
の
方
も
、
選
評
等
に
御
多
忙
の
事
と
奉
拝
察
候
。
併
し
入
御
句
作

の
い
と
ま
あ
る
ら
し
く
、
時
々
御
投
稿
に
接
し
、
畳
敷
拝
見
致
居
候
。

　
近
来
、
兎
角
若
き
も
の
に
て
、
早
く
も
増
長
慢
に
陥
る
も
の
続
出
。
其
等
に

対
し
老
台
な
ど
よ
き
見
せ
し
め
に
有
之
候
。
　
（
下
略
）

　
　
六
月
三
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
浜
　
　
清

　
村
上
鬼
城
様

と
あ
る
。
悔
み
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
と
同
時
に
、
虚
子
の
若
い
俳
人
達
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

感
ず
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
W
る
。
と
に
角
、
鬼
城
は
自
分
の
俳
誌
を
も
た
ず
、
一

途
に
虚
子
を
敬
い
、
　
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
雑
詠
に
出
来
る
だ
け
出
句
を
心
が
け

た
。
同
年
七
月
号
雑
詠
欄
に
は
、
次
の
六
経
が
あ
る
。

韮
畑
の
う
ら
枯
れ
な
が
ら
は
え
に
け
り

白
酒
や
も
ら
ひ
た
め
た
る
小
雷

同鬼
　城
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水
落
と
す
春
田
一
枚
松
の
下

鳥
さ
し
の
鳥
さ
し
に
け
り
冬
の
川

一
三
っ
て
小
槌
二
打
三
一
か
な

老
妻
の
火
燵
に
ゑ
へ
る
あ
く
び
か
な

同同同書

　
「
炭
割
っ
て
」
の
句
な
ど
佳
句
と
い
え
よ
う
。
｝
方
、
　
「
老
妻
の
」
の
ご
と
き

凡
句
を
見
る
。
　
（
こ
の
時
の
雑
詠
順
序
は
、
1
　
王
城
（
9
句
）
、
2
　
た
け
し

（
9
句
）
、
6
　
秋
桜
子
（
7
句
）
、
7
　
泊
月
（
7
句
）
に
つ
づ
い
て
八
位
で
あ

る
。
）
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
雑
詠
は
、
秋
桜
子
、

畝
等
の
若
手
の
華
々
し
い
登
場
と
な
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

（1）注（3） （2）（4）（7）　（6）　（5）

誓
子
、
茅
舎
、
青

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
大
正
二
年
五
月
号
の
高
浜
虚
子
の
文
「
其

後
の
句
作
（
句
と
文
）
」
の
中
で
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
正
六
年
版
『
鬼
城
句
集
』
の
虚
子
序
文
よ
り
。

明
治
三
十
二
年
一
月
、
第
二
巻
第
四
号
の
河
東
碧
梧
復
選
の
　
「
募
集
俳
句
」
中
の

「
埋
火
や
遺
孤
を
擁
し
て
忍
び
泣
く
」
が
、
鬼
城
の
名
の
見
え
る
最
初
で
あ
る
。

培
玉
大
学
紀
要
第
一
四
巻
「
村
上
鬼
城
の
近
代
俳
句
史
上
に
お
け
る
地
位
」
　
（
松
本

旭
）
参
照
。

村
上
家
所
有
の
も
の
。
以
下
同
じ
。

村
上
柄
魚
、
岩
田
雨
工
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

虚
子
の
日
記
（
『
高
浜
虚
子
全
集
』
第
十
四
巻
、
講
談
社
）
に
、

　
　
十
月
一
日

　
　
　
　
午
後
入
時
…
鎌
倉
発
。

　
　
　
　
上
野
停
車
場
に
水
巴
君
あ
り
、
十
時
共
に
乗
車
。
磯
部
温
泉
林
屋
一
泊
。

と
あ
る
。

（8）（le）　（9）（11）（13）　（12）（14）（15）（16）

鬼
城
は
虚
子
に
よ
く
手
紙
を
送
っ
て
は
、
自
分
の
俳
句
へ
の
考
え
や
、
生
活
の
苦
し

さ
等
を
述
べ
た
ら
し
い
。

こ
の
葉
書
の
表
に
、
　
「
東
京
牛
込
船
河
原
十
五
、
高
浜
虚
子
」
と
あ
る
。

あ
な
た
は
も
っ
と
ず
っ
と
お
若
い
コ
ワ
イ
や
う
な
方
だ
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
写
生

文
な
ん
か
で
そ
う
感
じ
て
み
た
ん
で
す
。
す
っ
か
り
ち
が
ひ
ま
し
た
。
今
、
こ
れ
を

書
い
て
み
る
と
き
、
あ
な
た
は
御
飯
を
召
上
っ
て
ゐ
ま
す
。
私
は
酒
を
や
っ
て
ゐ
ま

す
。
あ
な
た
を
上
戸
だ
ら
う
と
思
っ
た
の
も
思
ひ
違
ひ
で
し
た
。
　
　
　
　
楽
堂

中
で
も
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
大
正
五
年
十
月
号
、
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
杉
風

論
」
は
す
ぐ
れ
て
い
る
。
自
分
と
同
じ
よ
う
に
聾
者
で
あ
っ
た
芭
蕉
の
門
人
杉
山
杉

風
に
つ
い
て
自
分
の
身
に
引
き
つ
け
つ
つ
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

新
年
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
計
一
、
〇
三
三
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

虚
子
の
句
集
刊
行
の
件
は
、
こ
の
時
虚
子
が
思
い
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
、

昭
和
三
年
に
『
高
浜
虚
子
句
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

大
正
六
年
五
月
十
二
目
に
営
業
の
再
認
可
が
く
だ
っ
た
こ
と
が
、
　
「
鬼
城
目
記
」
に

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
今
回
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
大
正
五
年
に
復
職
が
成
っ
た
と
さ
れ
て
来
た
。
昭
和

十
三
年
十
二
月
発
行
の
俳
誌
「
若
竹
」
の
「
鬼
城
追
悼
号
」
の
鬼
城
年
譜
で
そ
の
よ

う
に
記
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
発
行
の
『
鬼
城
俳
句
俳
論
集
』
　
（
創
元
社
）
の

金
子
刀
水
編
村
上
鬼
城
年
譜
」
に
も
そ
れ
に
従
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
注
と
、
こ
の

虚
子
の
書
簡
か
ら
大
正
六
年
と
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
正
七
年
二
月
十
二
目
付
の
鬼
城
宛
虚
子
書
簡
に
も
、

　
拝
復
　
御
無
音
御
許
被
下
度
候
。
　
（
中
略
）
毎
日
の
俳
句
御
楽
選
被
下
個
有
拝
受

い
た
し
候
。
　
（
後
略
）

と
あ
る
。


